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Ⅰ新技術の解説

１要旨

 トルコギキョウの秋出し栽培は、夏越しの栽培であるため、高温や長日により、切り花長が短くなる
など品質が低下しやすい。そこで、摘蕾による切り花品質向上技術を確立した。

(1) 摘蕾は、第1小花及び第2小花とも発蕾１週間後までに行う。

(2) 切り花品質は、第2小花まで摘蕾すると、切り花長が長くなり、出荷調整後の花蕾数も増加する。

(3) 上位規格の割合は、第2小花まで摘蕾すると増加する。摘蕾時期の早晩による差はみられない。

(4) 収穫期は、摘蕾部位や摘蕾時期の早晩により大きく変わらない。

(5) 草姿は、第2小花まで摘蕾しても乱れない。

２ 期待される効果

秋出し栽培において、切り花品質の向上が図られる。

３ 適用範囲

県内全域。ただし、施設栽培とする。

４ 普及上の留意点

(1) 摘蕾の時期が遅れないよう適期作業に努める。
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